
「大阪・関西万博」に行ってきました 万博リポートその２ 

11時になりました。いよいよお待ちかねのパビリオン「GUNDAM NEXTFUTURE PAVILION」への入

場です。亀井小学校は今年も八尾市で一番児童数の多い学校を継続しておりますが、多いがゆえ

にパビリオンへの入場は２グループに分けられました。１・２・３組が先に入場し、12 分遅れ

で４・５組の入場です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 USJのアトラクションのように、それぞれの部屋で説明を受けながら場所を移動していきます。

こうして自分も物語の一員となり参加していくのですね。最後は大きな部屋に通され、「静止軌

道ステーション」内にいる気分で宇宙でのガンダムの活躍を眺めました。スクリーンいっぱいに

映ったガンダムの雄姿は、迫力満点。約 40分のちょっとした宇宙旅行を味わいました。 

 「GUNDAM NEXTFUTURE PAVILION」で提唱していたのは、 

     〇宇宙で自給自足  〇ビームサーベルを使った宇宙農業 

     〇軌道エレベーターによる宇宙往還  〇宇宙での快適な暮らし 

 1970年の大阪万博では、当時展示されていたものの多くが実現化されています。“宇宙での生

活”近い将来、本当にこのようなことが実現するのでしょうか？ 
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次は、COMMONS(コモンズ)でミニ世界旅行！！ 

 「GUNDAM NEXTFUTURE PAVILION」を出たのが 12時過ぎ。お昼ご飯 

の 13時 30分にはまだまだ時間があります。 

次にめざしたのは「COMMONS」。多くの国が集まって、多様性に富んだ展示がおこなわれていま

す。国そのものや独自の文化を紹介するだけでなく、世界的な課題に対する将来のビジョンや解

決策が示されています。１・２・３組が「COMMONS—Ｂ館」と「COMMONS—Ｄ館」、４・５組が「COMMONS—

Ｂ館」と「COMMONS—Ｃ館」を訪れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「COMMONS」には予約なしで入れます。一度に多くの国に触れることができる場所です。モー

リタニアでは、本物のサハラ砂漠の砂に触ることができたり、上の写真のようにジャマイカでは、

映画『クール・ランニング』でも話題になったボブスレーにも乗ることができたりしました。ウ

ルグアイでは国旗を配っており、もらって喜んでいる他校の小学生もいました。 

また、各国のブースにはスタンプが用意されており（ない 

国もあったように思うのですが…）、スタンプ集めに夢中にな 

っている一般の方もおられました。スタンプラリーに挑戦す 

るのも面白いかもしれませんね。 

 「COMMONS」を出たのが 13時過ぎ。お腹の空き具合もピー 

クに達しました。さあ、予約されている西の団体休憩所に向 

かいましょう。 


